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(百万円未満切捨て)

１．2025年12月期第１四半期の連結業績（2025年１月１日～2025年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第１四半期 2,618 △5.2 207 15.8 191 1.3 122 △9.8

2024年12月期第１四半期 2,761 △0.9 179 △19.6 188 79.2 135 141.0
(注)包括利益 2025年12月期第１四半期 100百万円(△36.0％) 2024年12月期第１四半期 156百万円( 170.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期第１四半期 26.30 －

2024年12月期第１四半期 29.23 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年12月期第１四半期 11,173 6,153 55.1 1,322.02

2024年12月期 11,352 6,146 54.1 1,320.51
(参考) 自己資本 2025年12月期第１四半期 6,153百万円 2024年12月期 6,146百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 8.00 － 20.00 28.00

2025年12月期 －

2025年12月期(予想) 10.00 － 18.00 28.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) － － － － － － － － －

通期 12,500 6.7 750 14.8 760 2.5 530 △3.1 113.61
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計
処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年12月期１Ｑ 4,943,780株 2024年12月期 4,943,780株

② 期末自己株式数 2025年12月期１Ｑ 289,357株 2024年12月期 289,357株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期１Ｑ 4,654,423株 2024年12月期１Ｑ 4,642,424株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結会計期間（2025年１月１日～2025年３月31日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改

善や各種政策の効果もあり、緩やかな回復基調が続きました。一方で、継続的な物価上昇や米国の通商政策の影

響などへの懸念が残り、依然として先行き不透明な状況にあります。

当社グループが属する固定ブロードバンド回線業界について、総務省によると2024年12月末時点における固定

系超高速ブロードバンドサービスの契約数は5,001万件（前年同期比2.3％増）となり、引き続き堅調に推移して

います。中でも、FTTH（光ファイバー）サービスの契約数は4,090万件（前年同期比1.8％増）と、固定系ブロー

ドバンドの主力回線として安定した成長を続けています。一方、CATVインターネット（同軸・HFC）の契約数は

448万件（前期比0.5％減、前年同期比1.2％減）と、緩やかな減少が見られます。この背景には、ケーブルテレビ

事業者が利用者の高速・大容量通信へのニーズに対応するため、従来のCATVインターネットからFTTHへサービス

提供方式の移行を積極的に進めていることが挙げられます。このように、固定ブロードバンド回線の高速化・高

度化に対する需要は引き続き根強く、放送通信事業者による設備投資は今後も継続すると見込まれます。

このような市場環境のもと、当社は光ファイバー網の敷設ならびに設備構築工事の受注活動、およびそれに付

随する関連機器の販売に注力しております。当社では競争力の強化を図るべく、業界トップクラスのシェアを有

する映像伝送用光回線終端装置の最新モデル「SORC-101R」を市場投入いたしました。また、設備の老朽化により

光回線の導入が困難とされていた既設集合住宅向けに光ファイバー敷設を最適化する光スプリッタモジュールの

販売を開始いたしました。さらに、次世代通信インフラの取り組みとして、2025年１月より新潟県内のケーブル

テレビ事業者と協業し、国内初となるFTTHにおける50G-PON規格のフィールド実証を実施いたしました。加えて、

当社工場の所在する岐阜県可児工業団地においては、地域デジタル化（DX）の推進を目的としたローカル5G実証

事業にも参画し、地域インフラ構築の高度化に貢献いたしました。当社は今後も、端末開発からネットワーク構

築工事に至るまでを一貫して担う総合ベンダーとして、顧客ニーズに即した製品・サービスの提供を通じて、社

会課題の解決と企業価値の向上の両立を目指してまいります。

このような事業活動の下、連結売上高は2,618百万円(前年同四半期比5.2％減)、営業利益は207百万円(同15.8

％増)、経常利益は191百万円(同1.3％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は122百万円(同9.8％減)となりま

した。

［部門別の状況］

当社グループの事業は、放送通信事業者に対して、その施設の構築に関し、システム全体を効率的にまとめ上げ、

システム設計、機器の選定、施工、保守管理等を行う「トータル・インテグレーション部門」と、システム全体の

分析や設計、機器選定を行ったうえで機器のみを提供する場合や、ネットワーク構築後、施設の拡張等により必要

となる機器を継続的に提供する等の「機器インテグレーション部門」があります。

事業部門別の状況は以下の通りです。

(トータル・インテグレーション部門)

トータル・インテグレーション部門においては、前期に受注した複数の大型FTTH工事案件において前年期末に

工事が大きく進んだことから、当第１四半期における進捗分が相対的に減少いたしました。その結果、進行基準

に基づく売上計上額は前年同四半期を下回り、売上高は1,209百万円(前年同四半期比12.2％減)となりました。利

益面では、原価高騰等により前年同四半期時点で一時的に低下していた利益水準が、今期は適正水準に回復し利

益率が改善したことから営業利益は前年同四半期を上回りました。受注高は1,510百万円(同7.8％減)、受注残高

は2,466百万円(同28.0％減)となりました。

(機器インテグレーション部門)

機器インテグレーション部門においては、通信および放送用光端末の販売が堅調に推移し、売上高は1,408百万

円(前年同四半期比1.7％増)となりました。利益面では、原材料価格の上昇に加え一部の大型案件において利益率

が低水準で推移したことにより、売上総利益は前年同四半期を下回りました。受注高は884百万円(同48.5％減)、

受注残高は1,338百万円(同45.9％減)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は7,355百万円となり、前連結会計年度末に比べ188百万円減少

いたしました。これは主に現金及び預金が207百万円、受取手形及び売掛金が117百万円増加、完成工事未収入金

が617百万円減少したことによるものであります。固定資産は3,817百万円となり、前連結会計年度末に比べ９百

万円増加いたしました。

この結果、総資産は11,173百万円となり、前連結会計年度末に比べ179百万円減少いたしました。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は4,200百万円となり、前連結会計年度末に比べ233百万円減少

いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が465百万円増加、短期借入金が400百万円、工事未払金が147百万

円減少したことによるものであります。固定負債は819百万円となり、前連結会計年度末に比べ46百万円増加いた

しました。これは主に長期借入金が64百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は5,019百万円となり、前連結会計年度末に比べ186百万円減少いたしました。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は6,153百万円となり、前連結会計年度末に比べ７百万円増加

いたしました。これは主に利益剰余金が29百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は55.1％(前連結会計年度末は54.1％)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年12月期の業績予想につきましては、2025年２月14日に公表いたしました通期の業績予想に変更はござい

ません。

当資料に記載した予想数値は、現時点での入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 948 1,155

受取手形及び売掛金 816 934

完成工事未収入金 2,875 2,258

商品及び製品 2,187 2,356

仕掛品 61 60

未成工事支出金 1 1

原材料及び貯蔵品 566 490

その他 88 99

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 7,544 7,355

固定資産

有形固定資産

土地 1,644 1,644

その他 4,310 4,329

減価償却累計額 △3,164 △3,176

有形固定資産合計 2,791 2,797

無形固定資産 77 78

投資その他の資産 939 941

固定資産合計 3,808 3,817

資産合計 11,352 11,173
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 817 1,282

工事未払金 452 304

短期借入金 2,000 1,600

１年内返済予定の長期借入金 280 323

未払法人税等 118 66

賞与引当金 142 64

役員賞与引当金 22 -

工事損失引当金 0 -

その他 599 559

流動負債合計 4,433 4,200

固定負債

長期借入金 336 401

長期未払金 206 187

退職給付に係る負債 229 230

固定負債合計 772 819

負債合計 5,206 5,019

純資産の部

株主資本

資本金 835 835

資本剰余金 869 869

利益剰余金 4,342 4,371

自己株式 △81 △81

株主資本合計 5,966 5,995

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1 1

為替換算調整勘定 183 159

退職給付に係る調整累計額 △5 △4

その他の包括利益累計額合計 179 157

純資産合計 6,146 6,153

負債純資産合計 11,352 11,173
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

売上高 2,761 2,618

売上原価 2,152 1,995

売上総利益 609 623

販売費及び一般管理費 429 415

営業利益 179 207

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

受取家賃 0 0

為替差益 7 -

その他 2 1

営業外収益合計 11 2

営業外費用

支払利息 1 5

為替差損 - 13

その他 0 0

営業外費用合計 2 18

経常利益 188 191

特別利益

固定資産売却益 - 0

特別利益合計 - 0

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 188 191

法人税等 53 68

四半期純利益 135 122

親会社株主に帰属する四半期純利益 135 122
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

四半期純利益 135 122

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 0

為替換算調整勘定 20 △23

退職給付に係る調整額 0 1

その他の包括利益合計 20 △22

四半期包括利益 156 100

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 156 100
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2024年１月１日 至 2024年３月31日)及び当第１四半期連結累計期間(自 2025

年１月１日 至 2025年３月31日)

当社グループは、ケーブルテレビ施設のシステムの最適化を図ることを目的としたケーブルシステム・インテグレ

ーション事業を主な事業として営んでおり、単一事業であることから記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

減価償却費 39百万円 46百万円


